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2025 年 2 月分析

家畜 ・ 家禽の飼料は、 その大部分が植物性の原料 ( トウモロコシ、 フスマ、 大豆粕など ) でつくられ

ています。 これら植物性原料中にはリンが多く含まれていますが、 その大部分はフィチン酸 (※１) の形

で存在します。 豚や鶏のような単胃動物は消化管内に、 フィチン酸を分解する酵素 ( フィターゼ ) を持っ

ていないため、 フィチン酸をリン源として利用することはできません。 未消化のフィチン酸は、 そのままの

形で糞中に排泄され環境汚染の一因となります。 また、 フィチン酸はカルシウムや亜鉛などのミネラル、

タンパク質 ( 消化酵素やアミノ酸を含む ) などと結合し、これらの消化吸収をさまたげます。 フィターゼ「あ

すか」 -５は、 このフィチン酸からリン酸を遊離させ、 植物性原料中のリンの消化率を高める消化酵素 "

フィターゼ"を１g当たり５００単位(※２)含む酵素製剤です。 通常、飼料原料由来のリンだけでは、家畜・

家禽の有効リン (※３) 要求量を満たすことができないため、 リン源としてリン酸カルシウムなどの無機リ

ンが添加されています。 フィターゼ 「あすか」 -５を使うとフィターゼの作用により動物の体内でフィチン酸

からリン酸が遊離します。 遊離したリン酸はリン源として利用されるため、 無機リンの添加量が削減でき

ます。 またフィチン酸を分解するとリンだけでなくカルシウムや亜鉛などのミネラル、 タンパク質の消化率

もアップし、 飼料全体の利用率が高まります。 フィターゼ 「あすか」 -５は生産菌、 賦形物質ともに非

遺伝子組換 (Non GMO) です。


